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明治前期に渡日した浙江商人王惕斎の研究
王 宝 平
1．はじめに
明治時代に渡日した中国人の中に、明治前期に日本へ渡航し、晩年帰国した者が３人い
た。それは王治本、張滋昉と王惕斎である。彼らは、明治時代とともに生きてきたため、
明治時代の中日関係の推移を見聞きした立証人といっても過言ではあるまい。そのうち、
王治本と張滋昉は自費で渡日した文人であり、王惕斎は商人である。前者については、す
でに小論を草したが1、今度は王惕斎に焦点を絞り論じたい。
王惕斎については、管見のかぎり、呂順長氏が研究の先鞭をつけた2。21世紀以降、王惕
斎の足跡を残した新潟や彼の故郷の研究者らがそれぞれ地方誌の角度から撰文し、新たな
資料を提供した3。しかし、上記の先行研究はまだ緒についた段階で、必ずしも十分とはい
えない。小論は、多くの謎に包まれている王惕斎の事跡を明らかにし、これを通じて、同
時代の商人の近代中国社会に対する役割を探ってみたい。
2．王惕斎の略歴
王惕斎は、寧波府慈渓県黄山村の出身で、忌み名は仁乾、字は健君、惕斎を号とする。
晩年には独臂翁とも号する。清道光19年（1839）９月に生まれ、宣统３年（1911）３月に
上海で客死。享寿73才。学歴は国学生。父庸晟（1815 ～ 1862）は廪貢生4、即用儒学訓導5
を担任した。その後、太平天国軍に遭難して、皇帝の批准を受けて、省の忠義祠に表彰さ
れる。このような家庭に生まれ育ったことは、王惕斎のその後の日本での文化活動にもよ
1 「明治時期赴日文人王治本之基礎研究」、2010年11月に香港中文大学で開かれた「近現代日中文化交
流から見る現代性とアイデンティティの模索」という国際シンポジウム時の発表論文。「明治時代
に来日した文人張滋昉の基礎的研究」、関西大学アジア文化交流研究センタ 『ーアジア文化交流研究』
第４号、2009年３月。
2 吕順長「慈溪王氏兄弟与日本文人」、『浙江方志』1999年第3期。のち、吕順長『清末浙江与日本』（上
海古籍出版社、2001年）所収。
3 王勤漠「慈城黄山村王氏兄弟在1870年後進行的中日民間交流」、『古鎮慈城』総第37期、2009年３月。
田宮覚「清国書家の来越（明治16～17年）―徐晏波と王治本を中心として―」、『新潟県文人研究』
第６号、2003年12月。
4 廪生の資格で京師の国子監に入学した学生を廪貢生という。公費で食事代を支給される学生を廪生
（または廪膳生）という。廪生の中で、成績が優れて京師の国子監に入学した学生を貢生という。
人才をもって皇帝に貢献するという。
5 学官の名で、府、州、県の儒学を補佐する教職。
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い基礎を作ったと考えられる。
王惕斎の日本来航以前の事跡はつまびらかではないが、彼の回顧によれば、「余于庚午
初客扶桑、旅居横浜」6とあり、明治３年（庚午、同治９年、1870）に初めて日本に渡航し
たことがわかる。渡航の目的は不詳であるが、貿易のために横浜に渡航したと察せられる。
外務省外交史料館には、王惕斎のその後の日本滞在に関する597号という記録が残って
いる。それは雇主、国籍、姓名、職業、月給、雇用期間、住所、許可証付与の日にち、お
よび備考という順に記された３つの資料から成る。１番目の資料は下記のとおり。
五百九十七号／敦賀県士族伊東伯也／清王惕斎／清国産筆墨硯取扱／一ヶ月金三十五
円／九年三月十五日ヨリ向十二カ月／第一大区七小区大鋸町十三番地／九年三月十五
日／（備考）十年四月十六日□□雇つぎになる7
とあり、明治９年３月15日より１年間、敦賀県士族伊東伯也に雇われ、彼の自宅―東京
第一大区七小区大鋸町13番地に泊り込む王惕斎は、清国産筆墨硯を取扱う貿易に携わり、
35円の月収が保証される、ということがわかった。なお、この許可は明治９年３月15日に
出た。
２番目の資料は次のとおり。
一大区七小区大鋸町十三番地石川県士族伊東伯也／清王惕斎／筆墨硯取扱ﾉ為／一ヶ
月金三十五円／十年三月十五日ヨリ向二カ月（朱筆）十年五月十五日ヨリ同年九月
三十一日マデ雇継／居留地／十年三月廿日（朱筆）十年六（？）月七日／備考十年十
月まで雇継通知□□
とある。契約満了後の王惕斎も、明治10年３月15日より５月15日、そして、９月31日まで
雇用し続けられ、最後には明治10年10月まで契約が更新された。雇主、住所、賃金、仕事
の内容等に変わりが見られない。
３番目の資料は下記のように記されている。
第一大区七小区大鋸町十三番地石川県士族伊東伯也／清王惕斎／清国産筆墨硯取扱／
一ヶ月金三十五円／十年一月ヨリ十一年一月三十一日／居留地築地入舟町四丁目一番
地／十年十月□日／満期雇止ノ旨通知
明治10年１月から明治11年１月31日まで、王惕斎は同じ雇主、同じ給与で雇われたが、
実際は明治10年10月□日に「満期雇止」という。但し、住所は従来の大鋸町から、築地入
舟町４丁目１番地に変わっている。
以上披露した597号付の三つの資料で、王惕斎は明治９年２月15日より明治10年10月□
日まで伊東伯也に雇用され、彼の大鋸町にある家に住み込み、中国の文房具の取引をした
6 王惕斎『無師自通東語録』自序。
7 日本外交史料館蔵「私雇入表自明治九年七月」、門３類９項３号11。
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ことがわかった。
王惕斎の契約中止の理由に、独自で店を開くことになっていたからだと考えられる。伊
東から独立した彼は、明治10年12月末に新富町にある旅館に一時宿泊し8、東京浅草黑船町
に凌雲閣という店9が完成してから、翌年の初めに築地入舟町に移った10。
1858年、日米の間で『日米修好通商条約』が締結された。これに基づき、翌年から、横
浜、函館、長崎等が相次いで開港し、そして、10年後の1869年１月１日（明治元年11月19
日）、東京も築地に外国人居留地を設置するなどして世界に窓を開けた。さらに、明治11年、
政府は東京府を15の行政区に改易し、王惕斎が住まいを構えていた大鋸町、浅草新富町、
築地入舟町は、すべて京橋区に属し、それぞれ隣り合っている11。
王惕斎の開いた凌雲閣は中国の品物を中心に広く取引しているらしい。明治16年（1883）
10月、王惕斎は新潟へ行商に出かけ、古町通六番町の会亦旅館に泊まる。10月８日に、彼
が『新潟新聞』に載せた広告では、上等黑襦子帯地、絹繭、絖、呉絹、絽、法帖、筆墨、
書籍、古道具、古硯、古銭、書画、広東人参、大棗、上等薬種、珊瑚と列挙し、「今般右
の品特別廉価を以て売捌申度尤も当地一週間程滞在の目途に付御望の諸君至急御来談を乞
う」としている。同23日、彼は再び『新潟新聞』に広告を出し、「私近日帰京致候に就て
は織物類上等襦子帯地染色品々、絹中其他共大安売仕候又古書籍物は買入候間御不要の分
は私品物と交易にても宜敷候間御来談を翼ふ」12 という。新潟の行商活動から、文房具、
書籍、布、漢方薬等に亘る経営範囲が伺える。
そのほか、1889年に、彼は故郷の慈渓にマッチ工場を開く計画があったらしい。『申報』
1889年１月４日付の記事で、次のように報道している。
創制洋燧
慈溪王仁幹等具稟道轅、擬在郡中創建自來火廠、以分洋人之利。現在暫用日本人為之
製造、日後当更改用華人。薛觀察准詞、已劄飭府県並稅務司知照該商、宜択偏僻之処
建廠、勿礙民居。此亦从来未有之挙也。
慈渓王仁乾等が上に申し込み、西洋人から利を分かつべく、故郷に「自来火工場」を作り
たいという。最初は日本人を雇用してマッチを作り、その後は華人に取って代わる。薛観
察の許可を得たという。
文中にいう自来火とは、すなわちマッチのこと。『清稗類鈔』によると、「火柴、俗に自
来火といい、泰西の製する所。わが国ではそれをまねて作る者があり、燮昌という会社が
もっとも著名である。しかし、古より相似した物があり、火寸という。（中略）火柴（た
きぎ）と相似して、火を起こすことはできるが、薪としては使えない。日本では火柴を磷
8 実藤恵秀『大河内文書』平凡社、1964年、20頁。
9 同上、16頁。
10 同上、62頁。
11 『古地図・現代図で歩く明治大正東京散步』人文社、2003年、28、30頁。
12 田宫觉『清国書家の来越（明治16～17年）―徐晏波と王治本を中心として―』、前掲、78頁。
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寸と謂うが、それに基づく」という13。王惕斎がそれを実践に移したのかどうかは今後の
研究に俟つ。また、同記事では、王惕斎のマッチ工場の建設を「未曾有の快挙」と称えて
いるが、光緒７、８年に日本駐在公使・黎庶昌の薦めで、同郷の朱某はマッチの勉強を始
め、光緒15年（1889）に重慶に聚昌公司というマッチ工場を作り、それが中国のマッチ工
場の濫觴だといわれている14。
明治25年（光緒18年、1892）、大きな不幸が54歳の王惕斎に訪れた。旧暦４月８日、王
惕斎は人力車で出かける途中、東京の米商人、濱野茂の馬車にはねられて、右手をひどく
怪我して、ついに治すすべもなく、障害者になってしまった。
王惕斎のこのハプニングについては、中国のマスコミでも重要視された。事故発生後の
同月旧暦４月25日（太陽暦５月21日）、『申報』はこれを報道している。
折臂堪怜
寧波人王惕斎僑居江戸已歴多年、就築地設一雑貨舗、喜以権子母15。本月十一日晨起、
因事乘人力車至某処大街、途遇米商高野浜高16駕馬車如飛、而至撞仆于地。車輪碾傷
右手、一時痛极昏迷、経人送至病院。院長高橋君語、欲保性命、須将手鋸去。不得已
聴之。高橋君乃傅以麻薬、為之奏刀、鋸時并不苦楚、惟已成残廃矣。代抱不平者向高
野理論、高野自知肇禍、曾至病院謝罪、不知日後如何也。
という。事故や手術の経過を詳細に紹介している。そして、３か月後の『申報』（1892年
８月26日）では、改めて報道した。
文人仗義
華人王惕斎被日本米商浜野氏馬車碾傷右臂、経医生鋸断、此皆見諸報章。先是有日本
人与王相識者、勧令浜野出金以贈、浜野不但不理、反出悪言、王遂控諸官署。憶去年
有馬車碾落小児一指、庭判賠償銀一千元。此次始審、裁判所以示談書為凭、左袒浜野、
日本各新聞紙亦時有誹語。王所聘状師、乃議院議員宮城浩蔵、心不甘服、具禀上控。
若何判断、向未有聞。
茲有日本老名士重野君成斎、岸田君吟香、岡君千仞与王皆旧交、憫其無辜遭灾、制成
小启、謀集同好百余人、□金以恤、情誼優渥、良足感也。訳其启曰：清商王惕斎遭茲
□□之灾、為馬車撞傷右臂、竟致鋸断、現就治病院、雖得保生命、然已永成残廃、豈
不深可憫哉。我邦人士無論知与不知、苟解所以重外交之義、□誰不同深惋惜！况我輩
与惕斎文墨之交、多年相識、安忍袖手旁観、如越人視秦人之肥瘠也乎。為此徧告同仁、
相期各自醵金、藉表慰藉之情、且出助保養之訾、不特慰惕斎之不幸、亦足見我両国交
際之一端。諸君幸諒此意、無論金幣多寡、惠寄与弟、等俾得集数、贈諸惕斎。不勝企
望之□。
13 徐珂『清稗類鈔』物品類、中華書局、2010年、6041頁。
14 許衍灼『中国工業史要』第三巻第三章、上海：新学会社、1923年、22頁。
15 権子母、資本の経営もしくは貸し出しを通じて利息を稼ぐこと。
16 原文では「高野濱高」としているが、『独臂翁聞見随録』（東京三协印刷株式会社、出版年不详）で
は「濱野茂」という。
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とある。事故が訴訟にいたる過程を紹介し、さらに重野安繹、岡千仞、岸田吟香等の著名
な文化人が発起人となり、慰藉料や保養料金を募るべき義捐金公募の案内を全文訳してい
る。報道では、これを「情誼優渥、良足感也」と高く評価している。また、「我輩与惕斎
文墨之交、多年相識」という語から、王惕斎はただの商人ではなく、重野等の一流の文化
人と長年にわたって交際をしていることが分かる。
この義捐金公募の結果は不詳であるが、王惕斎が降りかかった災いに遭遇し、「心神恍
忽、形容枯槁」に陥っている際に、重野らは海辺での休養を手配するなどして、暖かい手
を差し伸べたというのは事実である17。
その後、王惕斎は、友人高松保郎18、日本駐在清国大使館からの強いバックアップの下、
訴訟を起こし、一回目は敗訴したものの、終審ではとうとう勝訴を収めた19。王惕斎のこ
の事故については、その後、盛宣懐の著名な日本見聞録『東游日記』にも記録があり、そ
れは『申報』よりも詳細なので、引用しておこう。
（1908年８月）初五日 雨 華商王惕斎（仁乾、以字行、慈渓人）20過訪。……見其短一
左臂、詢其故、云、前十六年、乘人力車、為貴族馬車撞倒碾傷。延弁護士訴訟。庭判
謂、咎不在馬車。遍訪外科、均不肯言。旋訪一新到徳国医生、求其指教。曰、若非馬
車数百斤圧力、何能使傷骨粉砕。現惟有将臂截去。乃熟記此言。復訟。被告謂、已領
傷費、情同訛詐。余訟曰、从前只望医愈、現截臂成廃、須償我一生養費。被告詞屈。
遂判定、右手無恙、但做事須請一帮手。議貼毎年薪費洋六百圓、以十二年為度、共得
七千二百圓。区区銭財不足言、惟訟勝貴族21、差可自豪。
二度の訴訟過程をつぶさに記し、「区区銭財不足言、惟訟勝貴族、差可自豪」（勝訴による
賠償金は大したものではないが、貴族に勝つのは誇りに思う）と勝訴の歴史的な意味を高
く見ている。華僑の日本における勝訴の初事例だったかもしれない。
その後、王惕斎は経営がますます困難に陥り、1898年、汪康年宛の書簡では、「弟只手
経営、遠游海外、縁日邦今年進税格外加重、生意愈艱、各帮几乎有立脚不住之勢。」22（私
は片手で経営をしているし、遠く海外にいるが、日本では今年輸入に課す税金が特に重い
ので、中国人の各グループの商売は成り立ちがたい）といっている。そこで、1910年、王
惕斎は在日の業務を片付けて、15歳の長子以下の家族を帯同して帰国の途に着いた。1870
年（明治３年）に渡日してこのかた、実に丸40年もの日本滞在となる。上海で紙の店を開
く計画であったが、90%の現金を騙されて、翌年、上海で客死したという23。
17 王惕斎『独臂翁聞見随録・断臂原委』１頁。
18 高松保郎については、王惕斋は『独臂翁聞見随録』に、「高松保郎義士略迹」という項目を設けて、
その支援に対して感謝の意を表している。20頁。
19 王惕斋『独臂翁聞見随録・断臂原委』１頁。
20 カッコ内は細字双行。
21 濱野茂は貴族ではなく、東京の裕福な米商人。
22 上海図書館『汪康年師友書札』上海古籍出版社、1986年、42頁。
23 王勤漠「慈城黄山村王氏兄弟在1870年後進行的中日民間交流」『古鎮慈城』総第37期、14頁。
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  王惕斎は不幸にしてこの世を空しく離れたが、次の著書を遺している。『独臂翁聞見随
録』、１册、東京三協印刷株式会社が出版した80頁の鉛印本である。但し、出版年月は明
記されていない。本の装丁や印刷および内容から判断して、20世紀初頭の刊行であろう。
合わせて60条の項目が書かれている随筆集であるが、「寧波塩案」「四明公所事」といった
寧波地方史のものもあれば、「林文忠革職原因」「林文忠逸事」等中国近代史の内容もある。
さらに、中日関係史の内容も少なくない。たとえば、「戦前之日本」「日人善于取法」「日
人之善騙」「日本警察之文明」「日人陰険可怕」等からは、作者の日本観が伺えるし、「華
僑雑居之非易」「文人游歴日本内地之開端」「兵船在長崎閙事之原因」等は、近代中日関係
を経験した記録であり、「我国駐日公使瑣事彙記」「徐公使見重于人」「黎公使有断」「随員
之陰険」「某領事無愛国心」「訳員楊硯池逸事」等は、中日甲午戦争（日清戦争）以前の在
日中国公使館に関する記事である。あまり知られざる事と人が多数記されているので、貴
重な資料になろう。
それ以外に、『無師自通東語録』という本がある。表紙に「東語録」と墨書され、見返
しに「無師自通東語録」と印刷され、巻首に王惕斎の筆による「自序」がある24。本文39
葉からなる本書は、日本の常用単語と語句を、天文、地理、時令、工匠、器皿、身体、禽
獣等30門に分類し、標準語と寧波方言で発音を表記している。主に単語中心の日本語の学
習書である。本書の刊行年は未記載のため、つまびらかではないが、「自序」にある「今
余将返国、匆匆付于手民」という言葉から、帰国前後、つまり1910年ごろ刊行されたのだ
と推測される。
王惕斎は『無師自通東語録』に先立って、『中東通語捷径』がある。明治前期の重要な
書誌情報誌『出版月評・支那新書目』第３号（月評社編、明治20年10月、1887）には、中
東通語捷径、一册、王惕斎著、二十五仙。という記録が残っている。同じ清末に、甲午戦
争の一部始終を記す『中東戦紀本末』（アメリカ伝教士林楽知と中国人蔡爾康の共編）と
いう図書があるため、『中東通語捷径』の「中東」は、中国と日本（東洋）を指す意味だ
と考えられる。中日語対照のテキストであろう。本書を博捜したが、出会う縁にはまだ恵
まれていない。
『無師自通東語録』や『中東通語捷径』を通じて、王惕斎は日本語が達者であることが
明らかである。彼は遅くても明治11年２月に、すでに通訳を担当して、日本語で日本人と
交流した記録がある25。また、光緒10年（明治17年、1884）に姚文棟の岡千仞宛の手紙で
も「惕斎通日語、倘渠得閑、邀之北行、亦一妙事。」26と中国訪問の際に通訳として王惕斎
を岡千仞に推薦している。
3．王惕斎の事跡
王惕斎は経営以外に、特筆に値する事跡を残している。まず、訪日した中国人を接待す
24 『無師自通東語録』は、『古鎮慈城』主編銭文華氏が提供してくれた資料で、記して感謝の意を表し
たい。
25 実藤恵秀『大河内文書』33、91、167頁。
26 鄭海麟輯録『清季名流学士遺墨』､『近代中国』第11輯、上海社会科学院出版社、2001年、269頁。
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ること。東京でいち早く安定的な生活を送っていた王惕斎は、日本語がわかり、広範な人
脈を有しているため、日本を訪れた多数の中国人を熱心に接待した。たとえば、李筱圃
（1880）27、汪康年（1898）、羅振玉（1901）、繆荃孫（1903）、張謇（1903）、胡景桂（1903）、
吴蔭培（1906）等といった有名人は、日本滞在中に王惕斎と付き合い、世話になった28。
特に、初代日本駐在外交官が日本に派遣されてから、王惕斎は公使・何如璋、副使・張斯
桂、参事官・黄遵憲、随員・沈文熒らと毎日のように付き合った。大河内輝声等の日本人
を中国側に紹介する以外に、公使館の場所が芝増上寺山内月界院に決定されるまで、王惕
斎は少なからず尽力した29。何如璋一行が日本に早く落ち着くようになった裏には、王惕
斎の協力も忘れてはいけないのであろう。
次に、国内に寄付すること。1890年の夏に、王惕斎は故郷に日本の「通関散」という暑
さ避けの薬を100本寄付している。
良薬東莱30
慈渓王君惕斎久客東瀛、不忘梓里、念及近日炎威蒸灼、最易発沙、因以名医所制通関
散一百瓶、郵寄文報局員謝君簡庭代為施送。昨承謝君持以転贈、因誌数語、以表謝忱。
聞此薬専治痧脹昏暈等症、但須略嗅其気、閉塞立開、真扶桑仙品也。
その他、1902年に国内に王鴻年の『国際公法総綱』を贈っている。
新書快覩31
昨承四明友人王惕斎上舍、由日本寓書□以『国際公法総綱』一册。披而閲之、知系肄
業東京大学之温州人王鴻章所著。総綱維何、一国際公法之大意及定義、二国際公法之
性質、三国際公法之沿革、四国際公法之淵源、五国際公法之主格、六国家承認論、七
国家変更所生国際法之效果、八各国今日之現状大略、九羅馬法王領土之地位。其中又
分子目数十欵。書中雖多襲用和文字面、而其命意所在、要不外以泰西公理輔益我朝廷。
誠講求経済者有用之書也。特跋数言以酬雅貺。
記事の中の『国際公法総綱』の著者「王鴻章」は、王鴻年の誤りである。東京帝国大学（現
東京大学）留学中に書かれた本書は、９章に分かれて、そのタイトルは記事に示したとお
りである。明治35年（1902）12月25日発行とされているが、『申報』の記事は同12月７日
のため、王惕斎が本書の刊行後に迅速に国内に贈ったことがわかる。
第三、出版を助成すること。まず、『縮刻銅版千百年眼』である。明代の歴史学の傑作
27 李筱圃『日本記遊』、鐘叔河『走向世界叢書』岳麓書社、1985年、173頁等。
28 以上は吕顺長『清末浙江与日本』上海古籍出版社、2001年、248頁に基づく。詳しくは吕顺長『晚清中
国人日本考察記集成・教育考察記』杭州大学出版社、1999年、218、523–524、531、533、550、
556–559、609、770、774、782、784、791、793頁。
29 実藤恵秀『大河内文書』18、24頁。
30 『申報』1890年８月８日。
31 同上、1902年12月７日。
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と賞賛される32 本書は12巻、『千頃堂書目』『明史芸文志』『四庫全書総目』などにも見ら
れぬ稀見本である。著者・張燧は明末の混乱を避難するため、これを持参して日本へ亡命
した。その後、酒井藩で和刻本が出たが、流布本が少ない。初印本を入手した王惕斎が光
緒14年（1888）銅版で重刊したおかげで、この本は改めて日の目を見るようになった33。
その後、1905年上海史学社鉛印本、1995年江蘇広陵古籍刻印社『筆記小説大観』所収本が
相次いで現れたが、底本はみな王惕斎のこの刊本である。
次に『漢訳診病奇侅』である。天保14年（1843）、多紀元堅が著した日本の腹診に関す
る学説を集大成した著書である。完成後、ずっと写本のまま世に伝わり、沈文熒、傅雲龍、
孫点等の知識人は、中国では腹診の説がなく、漢方医の問診の補欠となるので、極力中国
へ紹介するように希望していた。そこで、元堅の後裔・雲従の弟子・松井操が費やすこと
10年、種々の困難を克服して、中国語に翻訳した。王惕斎は光緒14年（1888）東京で本書
を刊行した。その後、本書は1931年に『診断学講義』と改名して、大陸で刊行され、そし
て、1935年に『診腹学講義』という題で台湾でも出版された。本書は中日間の医学に関す
る交流を促したといえよう。
上記の古典籍２点以外に、王惕斎は王鴻年のために『日本陸軍軍制提要』（不分卷、
1901）、『憲法法理要義』（二卷、附日本憲法一卷、1902）、『日本語言文字指南』（二卷、
1902）、李宗棠や王宰善のために、『日本小学校新令』（不分卷、1902）、『学校管理法問答』
（不分卷、1902）等を刊行した34。これらの本は、近代以来の西洋の学問を紹介した図書で
ある。奥付では、みな発行者・日本東京京橋区西紺屋町七番地王惕斎、印刷所・日本東京
市京橋区弓町二十四番地三協合資会社とされる。『独臂翁聞見随録』の奥付も三協合資会
社とされているため、これは王惕斎が当時経営していた出版会社だったかもしれない。
出版の支援を受けた王鴻年（1870 ～ 1946）は、当時、東京帝国大学法科大学留学中の
学生である35。その後、長年外交の仕事に携わり、在日本公使館参事官、代理駐日全権公
使を務めるなどして、日本語や政治、外交に詳しい専門家となった。また、李宗棠（1870
～ 1923）は、教育、留学、警察などといった実学に従事している者で、とくに教育者と
して著名である。『日本小学校新令』は彼らの日本の教育を視察する際の産物である。そ
して、『学校管理法問答』は王宰善の日本留学中の業績である。帰国後、商科挙人と授け
られて、長春交通銀行副経理、哈爾浜戊通航業股份有限公司総経理、漢口造幣工場長を歴
任した。
このように見ると、王鴻年、李宗棠、王宰善が出世する前に、王惕斎は惜しまぬ支援の
手を差し伸べたといえよう。
第四、政治に深く関心を寄せること。王惕斎はかつて汪康年宛の書簡で「わたくしはす
32 銭茂偉「張燧<千百年眼>：晚期史学的傑作」、『学術月刊』2001年第５期。
33 孫点「縮刊銅板千百年眼·跋」、光緒十四年六月跋。
34 これらの図書の書誌情報については、2010年10月に関西大学で開かれた「印刷、出版与知識環流―
十六世紀以降の東アジア」という国際シンポジウム時の筆者の発表論文「清季寓日中国人刻書考述」
を参照されたい。
35 王鴻年『日本陸軍軍制提要・日本陸軍軍制提要小叙』光緒27年序。
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でに身体障害者となり、一介の商人にすぎないので、国是に関心を寄せる必要もない」 36
という。しかし、植民地になりつつある中国の現実を見て、度外視してはいられない。そ
こで、同じ強い愛国心を抱く熱血青年汪康年（1860 ～ 1911）に対して、可能な限りの手
助けをした。当時の汪康年は、『時務報』（1896. ８. ９～ 1898. ７. 26）、『昌言報』（1898. ８. 
17 ～ 11. 19）、『時務日報』（1898. ５. ５～ ５. ８）、『中外日報』（1898. ８. 17 ～ 1908. ４）37
を熱心に経営している。王惕斎はこれらの新聞のために日本の情報を提供した。『汪康年
師友書札』には、王惕斎の汪康年宛の手紙が９通収められている。短いものは数百字、長
いものは二千字にも亘り、時弊を暴き、情報を提供したりした。たとえば、第１通では伊
藤博文の中国訪問の真の目的を分析し、第５通では張之洞の孫の日本留学中の事情、日本
善隣印書館の近況を書き、第６通では日本とロシア両国の陸海軍のデータを提供してい
る。
その他に、王惕斎は建言書を進呈した。1906年、吴蔭培が彼の日本視察日記で「王惕斎
氏は日本に数十年も滞在するので、商業の事情に詳しく、時務に練達し、建白書があるた
め、上の人に知られる。その建言書に取るべきところが多い。といっている38。
1908年、盛宣懐も彼の『東游日記』旧歴８月５日条で、次のように記している。「惕斎
氏の話では、明治初頭に渡日して、すでに40年も経過しているので、維新以来の多くのこ
とを経験した。（中略）惕斎氏は海外に久しく滞在しながらも、祖国を忘れず、上の者に
時政と時弊を改良すべき建言書を進呈した」という。また、汪康年宛の手紙では39、王惕
斎は両江総督を務める劉坤一や陸天池に建言書を進呈したという。
しかしながら、建言書の具体的な内容については、明らかにされていない。彼の『独臂
翁聞見随録』でもその記載が見当たらない。幸いにして、筆者は『申報』でそのうちの陸
天池宛の建言書を見つけたので、紹介しておこう。
1902年12月29日、30日、31日、『申報』には、３日間連続して『王惕斎上舍上陸天池観
察書』、『王惕斎上舍上陸天池観察条陳』、『続録王惕斎上舍上陸天池観察条陳』が掲載され
た。宛名はみな陸天池とされる。陸天池は、1904年の際に、四川候補道を担任中で40、そ
の他はつまびらかではない。『上陸天池観察書』は、税関と郵政に存する時弊を指摘して
いる。たとえば、税関では、西洋人がしきりに給与が増加しているのに反して、中国人は
かえって３割引きされている。また、外国の商人は税関で荷物のチェックを受けないが、
中国人は厳しくチェックされ、ややもすれば没収されるという。
そして、郵政については、郵便局では郵便物の受け入れを拒絶したり、遅延したりする
ことが多いため、みな郵便局の利用に抵抗がある。そこで、わが国の郵政の収入は日本の
100分の１に過ぎないと指摘している。
これらの税関や郵政に存在する問題点の根本は、外国人に主権を握られていることが主
因で、その主権を早く回復すべきだと主張する。
36 上海図書館『汪康年師友書札』47頁。
37 以上の雑誌の発行年月は湯志鈞『戊戌時期的学会和報刊』台湾商務印書馆、1993年、143、489頁。
38 呉荫培『嶽云盦扶桑遊記』、吕顺長『晚清中国人日本考察記集成・教育考察記』、774頁。
39 上海図書館『汪康年師友書札』、50頁。
40 「観察辞差」『申報』1904年10月28日、「重郡官場紀事」『申報』12月12日。
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『王惕斎上舍上陸天池観察条陳』では、時弊改革に対する王惕斎の意見を９項目述べて
いる。１、税関と郵政の主権は中国人に返すべきである。２、財政の最大の目的は、ビジ
ネスの振興にあり、機器の製造等は、商人に一任すべきである。３、冗官を省き、賃金を
アップすべきである。４、旧来の官員接待制度を止め、近代的出張制度を作らねばならな
い。５、民間に郵便船の設置を許すべきである。６、改新党は守旧派より危険である。７、
全国に表札制度を普及させること。８、欧米より日本への視察を優先すべきである。９、
華洋交際時の銭債刑名の法律を制定すること。
王惕斎はその後も引き続き改革について意見を発表している。1904年５月20日付の『申
報』に、彼は「四明独臂翁理財管見」という題の文章を掲載し、荒地を開拓し、海産を興
し、紙幣を印刷し、官立銀行を設け、海軍を拡張する等、あわせて18条の意見を具体的に
述べている。そして、1907年９月15日と同10月５日、『申報』にそれぞれ「擬釐剔関弊章
程14条」と「中国宜収回郵権説略」を発表している。前者では、税関における14条の悪弊
を断ち切るべきだと主張している。
4．結び
以上、王惕斎をめぐり、いままで明らかにされていなかった略歴や事跡を検討してきた。
その結果、彼の行動には次のような特徴が見出せるかと思われる。
第一に、日本の影響が強い。王惕斎は明治前期から日本に滞在し始めたため、維新以来
のことをこの身で体験した。そこで、いつも日本を中国の改革のモデルとして提案してい
る。たとえば、税関の主権を回復すべきことを論じる際に、次のように言う。
日本維新、初其情形与我国相似、以後事事留心学習、未及十年、所用洋員悉皆退去。
使政由我出、財不外輸、所以日進于強也。我国反是、重用洋員、惟命是聴、至于熟悉
洋務之人、類投閑置散、何其重洋軽華若是耶。
明治維新の初めの頃、日本も中国と似ているが、10年後は外国人を雇わなくなったおかげ
で、財政がますます強くなったという。また、民間で実業を行うべき論旨を展開する際に、
次のように言う。
日本各厰厰多帰民間自弁設、或資本不敷亦許押借官項、即如印刷紙幣局帰政府主持、
其中弁法一照商章、絶無官派。所以能事事从実、杜絶耗費也。
日本の会社は民間に一任し、印刷紙幣局は国立であるが、運営は商業のルールに則り、官
僚の色彩がない、と日本に倣い、実業を官僚から民間人に任せるべきだと唱える。
第二に、実学精神が強い。如上述べたように、王惕斎は薬や図書を贈り、図書の出版を
援助し、マッチ工場を作るなどして、行動性が強く見られる。その他に、彼の建言にも抽
象めいた議論がなく、実用性に力点を置いている。そして、問題点を指摘すると同時に、
解決法も具体的に提出している。たとえば、中国人が副総税務司を担任し、数年後に、西
洋人に取って代わる。また、近代的な出張制度を作らなければならないと主張し、地方へ
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出張する際に、従者の人数を規定し、旅費を与え、接待を受けるのは禁物だという。
第三に、独特の指摘がある。たとえば、中国の西洋一辺倒の現状を見て、役人の海外視
察はまず日本から出発すべきだと主張。地理的に同じ洲にあり、人種的に同じ、風俗もほ
ぼ似ているので、日本の経験を学びやすいからだ。また、「改革派」が流行っている現状
を見て、このように指摘している。近年、朝廷が新政に努めているが、あまり効果を収め
ていない。その理由は二つある。保守者の保守性と改新党の妨害にある。保守者は海外を
経験したことがなく、海外の事情を知らないので、時代の変遷、民心の変化がわからない
のだ。外国へ視察に行かせたら、思想ががらりと変わるであろう。しかし、改新党は国の
事情や風俗を知らず、西洋を重んじるあまり、辮髪を切り、外国語を操り、洋服を着て、
靴を履くなどして、西洋人らしく見せる。稲を耕すべきところに麦を植え、かわらぶきの
家は、必ず西洋式の家に改める。国はこのような人を採用すれば、人民に害をもたらすば
かりで、その負の影響は、保守者を遥かに凌ぐので、朝廷は改新党の採用に気をつけなけ
ればならない、という。王惕斎のこれらの指摘は、百年以来の激動たる時代を生きてきた
中国人にとっては、共鳴するところが多いであろう。
第四に、強い愛国精神を有する。彼は「中国宜収回郵権説略」（中国は郵政権を回収す
べし）（『申報』、1907年10月５日付）という文章で、次のように述べている。
老夫はすでに腕一本が折れてしまったが、まだ心が若く、血が沸いている。言いたい
ことを吐かなければ、すっきりしない。余は日本に寓居して以来、すでに30余年経過
した。貴族から庶民まで友人がいて、その国の政治の得失を中国の見本になるべく広
く尋ね、記しておく。
また、同じ文章で次のように書いている。
余日本に来遊して以来、40年になろうとしている。この邦の種々の維新の効果をこの
目で見て極めて興奮している。祖国を振興させる願いがますます強くなっている。
最後に、彼は自分の心情を詩に託して、文章を締めくくっている。
観世滔滔水下灘　　痴心隻手挽狂瀾
九重若聴芻蕘計　　積弊銷除自不難
主権已失旧江山　　不是維新総不還
莫笑老翁頭戴白　　半因憂世鬢毛斑
このような強い愛国心から、商人の身分や腕を一本なくした身体障害にもかかわらず、
建言書を進呈したり、『申報』に投書したりする。また、汪康年等の熱血青年をサポートし、
出版援助を行ったのだと考えられる。
近代中国では、主に図書資料と実地視察という二つの方法を通じて、西洋に学んできた。
実地視察の場合、臨場感があり、効果を得やすい一面がある反面、投入した人力と財力が
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多く、大規模、長時間の考察でなければ、効果があるとは限らない。それで、資料を通じ
て西洋に学ぶことが主な学習の手段であった。王惕斎は長く日本に滞在し、この目で明治
日本の歩みを見たため、理性的かつ実用性のある提案を行い、中国人の実地視察の不足を
補完した。
中日関係史の人物については、ややもすれば、黄遵憲、黎庶昌といった有名人に研究の
重点を置く嫌いがある。しかしながら、歴史の埃を払って深く分け入ってみれば、これら
の有名人以外に、王惕斎のようなあまり知られざる普通の文人や商人もある。彼らも中国
の社会の変動や推進に、大小さまざまな一役を買っている。これらの看過されやすい下層
階級に照準を合わせてこそ、歴史研究はより立体的ものになり、事実に近づくのであろう。
